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日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

坂

上

康

俊

は
じ
め
に

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
、
日
本
は
唐
か
ら
律
令
格
式
等
の
法
典
を
輸
入
し
、
こ
れ
に
変
改
を
加
え
て
自
ら
の
律
令
法

典
を
編
纂
、
そ
れ
を
施
行
し
て
所
謂
「
律
令
国
家
」
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
画
期
を
な
す
日
本
の
令
法
典
に
、

大
宝
令
（
七
〇
一
年
成
立
・
施
行
）
と
養
老
令
（
七
二
一
年
頃
成
立
、
七
五
七
年
施
行
）
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
の
注
釈
書
と
し
て

は
古
記
が
、
後
者
の
注
釈
書
と
し
て
は
令
釈
・
跡
記
・
穴
記
・
義
解
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
注
釈
書
は
、
主
と
し
て
令
集
解
（
貞

観
年
間
（
八
五
九
〜
八
七
七
）、
惟
宗
直
本
（
生
没
年
未
詳
）
の
編
纂
と
い
わ
れ
て
い
る
）
に
収
載
さ
れ
る
形
で
現
存
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
注
釈
書
は「
唐
令
」「
本
令
」「
開
元
令
」等
の
呼
称
で
多
く
の
唐
代
の
令
条
を
引
用
し
て
お
り
、
ま
た
こ

れ
ら
の
注
釈
書
以
外
に
、
例
え
ば
一
〇
世
紀
半
ば
に
編
纂
さ
れ
た
和
名
類
聚
抄
や
、
一
〇
世
紀
末
の
年
紀
を
も
つ
弘
決
外
典
抄
等
の

著
作
物
に
も
唐
令
の
引
用
が
あ
り
、
更
に
は
正
史
の
類
に
も
、
八
・
九
世
紀
の
官
人
達
が
唐
令
を
参
照
し
て
い
る
様
子
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
そ
れ
ら
引
用
さ
れ
た
唐
令
は
、
い
っ
た
い
ど
の
年
度
の
も
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
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隋
唐
時
代
に
は
、
ほ
ぼ
皇
帝
一
代
に
一
度
の
頻
度
で
令
が
編
纂
・
施
行
さ
れ
て
お
り
、
甚
だ
し
く
は
玄
宗
皇
帝
の
開
元
年
間
の
よ
う

に
、
開
元
三
年
（
七
一
五
）、
七
年
、
二
五
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
令
の
編
纂
・
施
行
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
例
も
あ
る
。
も
と
よ

り
各
年
次
の
令
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
微
妙
に
調
整
が
加
え
ら
れ
、
現
行
法
と
し
て
相
応
し

い
語
句
・
内
容
に
変
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
日
本
の
令
注
釈
書
そ
の
他
の
典
籍
に
引
用
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
は
、
ま
ず
は

各
年
次
の
唐
令
の
条
文
の
復
原
を
通
じ
た
唐
の
制
度
の
変
遷
の
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
古
代
日
本
に
お
い
て
ど
の

年
次
の
唐
令
が
重
視
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
、
ま
た
大
宝
令
や
養
老
令
の
藍
本
が
ど
の
年
次
の
唐
令
か
と
い
う
問
題
の
解
決
に
も
重

要
な
糸
口
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
唐
代
中
国
に
お
い
て
法
典
が
書
禁
の
対
象
に
な
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
関
し

て
も
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
事
例
研
究
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
観
点
に
た
ち
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
数
編
の
論

を
公
表
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
は
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編

集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
に
お
け
る
唐
令
逸
文
の
年
次
比
定
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
間
に
お
い
て
筆
者
自
身
の
史
料
解
釈
に
変
更
を
加
え
た
場
合
も
あ
り
、
ま
た
関
連
史
料
を
見
直
す
作
業
の
中
で
新
た
に
気
づ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
更
に
は
戴
建
国
氏
に
よ
る
宋
・
天
聖
令
の

1
発
見
な
ど
、
参
照
す
べ
き
史
料
の
状
況
に
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
事

情
も
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
機
会
に
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
と
い
う
問
題
に
関
す
る
現
段
階
で
の
筆
者
の
見
解
を
再

整
理
し
て
示
し
、
諸
賢
の
批
正
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
。

一

和
名
類
聚
抄
と
弘
決
外
典
抄
所
引
の
唐
令

は
じ
め
に
、
い
さ
さ
か
迂
遠
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
単
純
な
論
証
が
成
立
す
る
、
一
〇
世
紀
以
降
の
日
本
の
文
人
貴
族
た

ち
が
披
見
し
た
「
唐
令
」「
開
元
令
」
に
つ
い
て

え
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
公
表
し
た
「
舶
載
唐
開
元
令

（
2

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て
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の
論
旨
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
前
記
の
留
意
点
に
配
慮
し
つ
つ
論
旨
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
〇
世
紀
半
ば
、
お
そ
ら
く
は
承
平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
に
源
順
（
九
一
一
〜
九
八
三

が
著
し
た
和
名
類
聚
抄
（
以
下
、

和
名
抄
と
略
す
）
に
は
、「
唐
令
」「
開
元
令
」「
唐
式
」「
開
元
式
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
源
順
は
、
自
ら
唐
令
や
唐
式
を
披
見
し
て

引
載
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
唐
令
・
唐
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
一
の
年
度
の
も
の
と
見
て
矛
盾
は
見
い
だ
せ
な

い
。
そ
こ
で
個
々
の
条
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
引
用
さ
れ
た
「
唐
令
」
の
中
に
は
、
左
に
掲
げ
た
よ
う
に
両
京
制
を
前
提
と
し
て

い
て
、
開
元
一
一
年
に「
改
二

州
一

為
二

太
原
府
一

。
官
吏
補
授
、
一
準
二

京
兆
河
南
両
府
一

」（
旧
唐
書
巻
八
玄
宗
本
紀
開
元
一
一
年
正

月
辛
卯
条
）
と
い
う
こ
と
で
成
立
し
た
太
原
府
（
北
都
）
の
存
在
を

慮
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
（
二
〇
巻
本
巻
一
〇
、
一
〇
巻

本
巻
三
）。

坊
門
。
唐
令
云
、
両
京
城
及
州
県
郭
下
、
坊
別
置
二

正
一
人
一

、
掌
二

坊
門
管

、
督
察
奸
非
一

也
。

こ
の
唐
戸
令
逸
文
は
、
故
唐
律
疏
議
賊
盗
律
27
盗
宮
殿
門
符
条
に
、

依
二

公
式
令
一

、
下
二

諸
方
一

伝
符
、
両
京
及
北
都
留
守
為
二

麟
符
一

…
…
其
両
京
及
北
都
留
守
符
、
並
進
レ

内
。

と
あ
っ
て
、
下
線
部
は
唐
六
典
巻
八
符
宝
郎
で
は
、
即
ち
開
元
七
年
令
で
は
「
其
両
京
留
守
符
、
並
進
レ

内
」
と
な
っ
て
い
た
の
を
、

三
京
制
に
合
わ
せ
て
開
元
二
五
年
令
で
改
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
同
じ
く
擅
興
律
3
不
給
発
兵
符
条
に
、

依
レ

令
、
車
駕
巡
幸
…
…
若
王
公
以
下
在
京
留
守
、
及
諸
州
有
二

兵
馬
一

受
二

処
分
一

…
…

と
あ
っ
て
、
下
線
部
は
唐
六
典
巻
八
符
宝
郎
で
は
、
即
ち
開
元
七
年
令
で
は
「
若
王
公
以
下
両
京
留
守
」
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
三

京
制
に
合
わ
せ
て
開
元
二
五
年
令
で
改
め
て
い
る
こ
と
を
参
照
す
れ
ば
、
開
元
一
一
年
以
前
の
令
文
と

え
ざ
る
を
え
な
い
。
和
名

抄
に
お
い
て
源
順
は
、「
唐
令
」
を
「
開
元
令
」
と
し
て
も
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
和
名
抄
の
引
く
「
唐
令
」
は
、
開
元
三
年
令
（
七

一
五
）
も
し
く
は
七
年
令
で
あ
っ
て
、
開
元
二
五
年
令
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
和
名
抄
の
引
く
「
唐
式
」
に
は
、

先
述
の
よ
う
に
開
元
一
一
年
に
太
原
府
と
改
称
さ
れ
た
「

州
」
の
地
名
が
見
え
て
お
り
（
二
〇
巻
本
巻
一
六
、
一
〇
巻
本
巻
四
）、

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

三



源
順
は
「
開
元
式
」
を
も
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
和
名
抄
の
引
く
「
唐
式
」
も
、
開
元
三
年
式
も
し
く
は
七
年
式
で
あ
る
と
推

さ

れ
、
令
と
式
と
は
同
一
の
年
度
の
も
の
と

え
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
和
名
抄
に
は
、「
唐
楽
令
」と
い
う
編
目
名
が
見
え
て
い
る（
二
〇
巻
本
巻
一
二
、
一
〇
巻
本
巻
四
）。
一
方
、
唐
六
典
巻

六
刑
部
郎
中
に
は
、

凡
令
二
十
有
七
（
分
為
二

三
十
巻
一

）。
一
曰
官
品
（
分
為
二

上
下
一

）、
二
曰
三
師
三
公
台
省
職
員
、
三
曰
寺
監
職
員
、
四
曰
衛
府

職
員
、
五
曰
東
宮
王
府
職
員
、
六
曰
州
県
鎮
戍
嶽
瀆
関
津
職
員
、
七
曰
内
外
命
婦
職
員
、
八
曰
祠
、
九
曰
戸
、
十
曰
選
挙
、
十

一
曰

課
、
十
二
曰
宮
衛
、
十
三
曰
軍
防
、
十
四
曰
衣
服
、
十
五
曰
儀
制
、
十
六
曰
鹵
簿
（
分
為
二

上
下
一

）、
十
七
曰
公
式
（
分

為
二

上
下
一

）、
十
八
曰
田
、
十
九
曰
賦
役
、
二
十
曰
倉
庫
、
二
十
一
曰
厩
牧
、
二
十
二
曰
関
市
、
二
十
三
曰
医
疾
、
二
十
四
曰
獄

官
、
二
十
五
曰
営
繕
、
二
十
六
曰
喪
葬
、
二
十
七
曰
雑
令
。

と
あ
り
、「
楽
令
」の
編
目
が
無
い
。
唐
六
典
の
引
く
令
は
開
元
七
年
令
と

証
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
楽
令
」と
い
う
編
目
を
含
ん
だ

和
名
抄
の
引
く
唐
令
は
、
開
元
七
年
令

七
一
九

で
は
な
く
開
元
三
年
令
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
唐
六
典
に
見
え
る
編
目

名
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
天
聖
令
の
発
見
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
年
代
推
定
の
根
拠
と
す
る

こ
と
に
は
慎
重
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

以
上
が
一
〇
世
紀
半
ば
に
源
順
が
披
見
し
た
「
唐
令
」
の
年
次
比
定
に
関
す
る

証
の
概
要
で
あ
る
が
、
源
順
と
密
接
な
交
渉
が

あ
っ
た
具
平
親
王
が
、
一
〇
世
末
の
九
九
一
年
に
著
し
た
弘
決
外
典
抄
巻
一
に
も
、
左
の
よ
う
に
「
開
元
令
」
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。

案
二

開
元
令
一

、
諸
課
戸
出
レ

調
、
並
随
二

郷
土
所
出
一

、
貢
二

綾
絹

布
一

。

こ
の
開
元
令
逸
文
は
、
調
の
品
目
に
「
綾
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
開
元
二
五
年
令
に
あ
っ
て
は
、
調
の
品
目
か
ら
「
綾
」
が
除
外

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
既
に
論
証
さ
れ
て

（
3

い
る
。
し
た
が
っ
て
弘
決
外
典
抄
の
引
く
「
開
元
令
」
も
開
元
二
五
年
令
で
は
な
い
こ
と

に
な
り
、
具
平
親
王
と
源
順
と
の
交
友
関
係
か
ら
見
て
、
両
者
は
同
一
の
唐
令
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

四



最
後
に
紅
葉
山
文
庫
本
令
義
解
の
書
き
入
れ
に
見
え
る
「
唐
令
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
当
該
書
き
入
れ
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
も
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
特
に
令
集
解
か
ら
の
転
写
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
依
拠
し
た

史
料
す
ら
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
公
式
令
1
詔
書
式
条
へ
の
書
き
入
れ
に
、
開
元
三
年
令
に
し
か
な
か
っ
た
筈

の
「
紫
微
令
」
と
い
う
官
職
名
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
八
三
四
年
に
施
行
さ
れ
た
令
義
解
の
写
本
に
書
き
込
み
を
行

う
に
際
し
て
、
他
の
ど
の
年
次
の
も
の
で
も
な
く
、
開
元
三
年
令
か
ら
唐
令
を
引
き
写
し
た
者
が
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
日
本

に
お
け
る
開
元
三
年
令
の
伝
存
・
流
布
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
検
討
の
結
果
、
一
〇
世
紀
以
降
の
日
本
の
明
法
家
や
文
人
貴
族
が
、
最
も
完
成
度
の
高
い
唐
の
令
と
し
て
宋
代
に
も
重
視

さ
れ
た
開
元
二
五
年
令
を
参
照
し
た
形
跡
が
無
く
、
開
元
三
年
令
な
い
し
開
元
七
年
令
と
い
う
、
開
元
二
五
年
令
の
編
纂
・
施
行
以

後
、
中
国
で
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
令
を
参
照
し
続
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
い
う
事
態
に
な
っ
た

の
か
、
と
い
う
問
題
に
答
え
る
必
要
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
一
〇
世
紀
以
降
の
文
人
貴
族
ば
か
り
で
は
な
く
、
八
・
九
世
紀
の
明
法

家
・
官
僚
の
参
照
・
引
用
し
た
唐
の
令
文
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
年
次
比
定
を
行
う
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

二

令
集
解
古
記
所
引
の
開
元
令

令
集
解
の
諸
注
釈
書
が
引
く
唐
の
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
検
討
を
加
え
た
こ
と
が

（
４

あ
る
。
基
本
的
な
論
旨
に
は
変

更
の
必
要
を
認
め
な
い
が
、
史
料
解
釈
を
変
え
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
拙
論
の
補
強
に
資
す
る
新
た
な
史
料
を
見
出
し
た
り
、
逆

に
論
旨
展
開
に
矛
盾
が
生
じ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
気
づ
い
た
の
で
、
こ
こ
で
簡
潔
に
そ
の
再
検
討
の
結
果
を
記
し
て
お
く
。

最
初
に
、
大
宝
令
が
現
行
法
で
あ
っ
た
天
平
一
〇
年
（
七
三
八
）
に
成
立
し
、
し
た
が
っ
て
令
集
解
に
引
載
さ
れ
た
注
釈
書
の
中

で
は
最
も
古
い
古
記
が
引
く
唐
の
令
か
ら
採
り
上
げ
よ
う
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

五



古
記
が
唐
の
令
を
引
く
際
に
は
、「
本
令
」
と
「
開
元
令
」
と
の
二
種
の
呼
称
を
用
い
て
お
り
（
他
に
個
別
の
編
目
名
の
み
を
掲
げ

る
場
合
も
あ
る
）、
し
か
も
左
に
引
い
た
令
集
解
厩
牧
令
5
牧
毎
牧
条
古
記
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
九
一
八
頁
。
以
下
同
じ
）
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
両
者
は
対
比
的
に
参
照
さ
れ
て

（
5

い
る
。

古
記
云
。
…
…
答
。
案
二

本
令
一

、
至
二

四
歳
一

為
二

別
群
一

也
。
開
元
令
、
牡
馬
牡
牛
毎
二

三
歳
一

別
レ

群
。
准
レ

例
置
二

尉
長
一

給
二

牧
人
一

。

こ
の
う
ち
「
本
令
」
に
つ
い
て
は
、
永
徽
令
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
が
早
く
か
ら
通
説
化
し
て
お
り
、
前
掲
の
拙
稿
で
も

こ
れ
を
検
証
・
追
認
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
専
ら
「
開
元
令
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
開
元
何
年
の
令
か
を
検
討
し
よ
う
。

古
記
の
成
立
し
た
天
平
一
〇
年
は
、
唐
の
開
元
二
六
年
に
あ
た
る
。
彼
我
の
往
来
状
況
か
ら
見
て
、
古
記
の
編
者
が
、
そ
の
成
立

前
年
に
施
行
さ
れ
た
開
元
二
五
年
令
を
参
照
し
え
た
と
は

え
に
く
い
の
で
、
古
記
の
引
く
開
元
令
は
、
開
元
三
年
令
も
し
く
は
開

元
七
年
令
に
限
ら
れ
る
。

さ
て
、『
唐
令
拾
遺
』
に
お
い
て
唐
仮
寧
令
五
乙
〔
開
七
〕
と
し
て
復
原
さ
れ
た
条
文
の
も
と
に
な
っ
た
史
料
に
、
古
記
所
引
の
「
開

元
令
」
逸
文
が
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

古
記
云
。
…
…
開
元
令
云
。

喪
ヵ

諸
衰
、
斬
衰
三
年
、
齊
衰
三
年
、
齊
衰
杖

、
為
二

人
後
一

者
、
為
二

其
父
母
一

並
解
レ

官
。（
勲
官
不
レ

解
。）
申
二

其
心
喪
一

。
又
条
云
…
…

〔
仮
寧
令
集
解
3
職
事
官
条
、
九
四
七
頁
〕

古
記
云
。
問
。
所
養
本
生
何
為
レ

服
。
答
。
並
一
年
須
レ

服
。
何
者
、
開
元
令
云
。

喪
ヵ

諸
衰
、
斬
衰
三
年
、
齊
衰
三
年
。
齊
衰
杖

、

為
二

人
後
一

者
、
為
二

其
父
母
一

並
解
レ

官
。（
勲
官
不
レ

解
。）
申
二

其
心
喪
一

故
也
。

〔
喪
葬
令
集
解
17
服
紀
条
、
九
七
二
頁
〕

仁
井
田
氏
は
、
こ
の
古
記
所
引
開
元
令
逸
文
を
開
元
七
年
令
の
復
旧
史
料
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
唐
仮
寧
令
五
条
の
復
原
に
つ
い

て
は
、
大
唐
開
元
礼
巻
三
序
例
下
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
次
の
規
定
も
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

凡
斬
衰
三
年
、
齊
衰
三
年
者
、
竝
解
レ

官
。
齊
衰
杖
周
及
為
二

人
後
一

者
、
為
二

其
父
母
一

、
若
庶
子
為
レ

後
、
為
二

其
母
一

亦
解
レ

官
、

申
二

其
心
喪
一

。（
皆
為
二

生
レ

己
者
一

。）若
嫡
継
慈
養
改
嫁
、
或
帰
宗
三
年
以
上
断
絶
者
、
及
父
為
二

長
子
一

、
夫
為
レ

妻
竝
不
レ

解
レ

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

六



官
、
仮
同
二

齊
衰
周
一

。

大
唐
開
元
礼
は
開
元
二
〇
年
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
の
規
定
は
開
元
七
年
令
を
も
と
に
し
た
も
の
と

え
ね
ば
な
ら
ず
、

実
際
、
他
の
条
文
に
あ
っ
て
も
開
元
二
五
年
令
と
異
な
る
規
定
が
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
確
か
め
ら
れ

る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
大
唐
開
元
礼
序
例
の
規
定
の
中
に
は
、
勲
官
に
つ
い
て
の
注
記
は
無
い
。

と
こ
ろ
で
右
の
大
唐
開
元
礼
の
規
定
と
、
仁
井
田
氏
が
参

と
し
て
掲
げ
た
、
続
資
治
通
鑑
長
編
巻
一
一
七
仁
宗
や
宋
史
巻
一
二

五
礼
志
に
引
く
景
祐
二
年
（
一
〇
三
五
）
八
月
辛
酉
の
同
知
太
常
礼
院
宋
祁
の
言
上
中
の
仮
寧
令
と
は
、
避
諱
に
よ
る
字
句
の
変
改

以
外
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
唐
・
開
元
二
五
年
令
と
開
元
七
年
令
は
同
一
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
言
え
る
。
ま
た
宋
の
景
祐

年
間
行
用
の
仮
寧
令
と
の
対
照
に
よ
り
、
右
に
掲
げ
た
大
唐
開
元
礼
の
規
定
が
、
取
意
文
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
点
は
、
二
〇
〇
六
年
に
公
表
さ
れ
た
天
聖
令
の
捕
亡
令
附
仮
寧
令
に
よ
っ
て
も
、
更
に
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

6
っ
た
。

諸
喪
、
斬
衰
三
年
、
齊
衰
三
年
者
、
並
解
レ

官
。
齊
衰
杖

及
為
二

人
後
一

者
、
為
二

其
父
母
一

、
若
庶
子
為
レ

後
、
為
二

其
母
一

亦
解
レ

官
、
申
二

其
心
喪
一

。
母
出
及
嫁
、
為
二

父
後
一

者
雖
レ

不
レ

服
、
亦
申
二

心
喪
一

。（
皆
為
二

生
レ

己
者
一

。）其
嫡
継
慈
養
、
若
改
嫁
、
或

帰
宗
三
年
以
上
断
絶
者
、
及
父
為
二

長
子
一

、
夫
為
レ

妻
並
不
レ

解
レ

官
、
仮
同
二

齊
衰

一

。

こ
の
条
文
自
体
は
宋
令
で
あ
っ
て
不
行
唐
令
で
は
な
い
の
で
、
開
元
年
間
の
唐
令
そ
の
ま
ま
か
ど
う
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
も
、
勲
官
に
つ
い
て
の
注
記
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、
古
記
の
引
く
「
開
元
令
」
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
前
掲
の
よ
う
に
全
く
同
一
の
逸
文
を
二
カ
所
で
引
い
て
い
る
の
で
、
こ
ち

ら
も
取
意
文
と
は

え
が
た
い
。
大
唐
開
元
礼
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
開
元
七
年
令
、
宋
・
淳
化
令
や
天
聖
令
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る

開
元
二
五

7
年
令
と
は
異
な
り
、
勲
官
に
つ
い
て
の
注
記
を
も
つ
条
文
を
古
記
が
「
開
元
令
」
と
し
て
引
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ

こ
で
古
記
が
引
い
て
い
る
「
開
元
令
」
は
、
開
元
三
年
令
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
に
、
古
記
所
引
の
開
元
令
が
開
元
三

年
令
で
あ
る
こ
と
の
明
証
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

七



な
お
、
天
平
一
〇
年
（
開
元
二
六＝

七
三
八
）
成
立
の
古
記
以
降
、
日
本
で
は
「
開
元
令
」
が
三
種
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て

い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
史
料
に
お
い
て
「
開
元
令
」
と
の
み
記
さ
れ
、「
開
元
新
令
」「
開
元
後
令
」
と
い
っ
た
呼
称
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
点
は
、
左
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
九
世
紀
末
に
藤
原
佐
世
が
著
し
た
日
本
国
見
在
書
目
録
が
、
開
元
格
に
つ
い
て
は
開
元
格
・
開
元

新
格
・
開
元
後
格
を
著
録
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
開
元
年
間
の
令
は
「
唐
開
元
令
卅
巻
」
の
一
点
の
み
を
掲
げ
て
い
る
の
と
好

く
対
応
し
て
い
る
。

十
九
刑
法
家
（
目
録
五
百
八
十
巻
。
私
略
之
）

大
律
六
巻

新
律
十
巻

隋
大
業
令
卅
巻

唐
貞
観
勅
格
十
巻

唐
永
徽
律
十
二
巻

々
々
々
々
疏
卅
巻
（
伏
無
忌
等
撰
）

大
唐
律
十
二
巻

刑
法
抄
一
巻

唐
具
注
律
十
二
巻

律
附
釈
十
巻

本
令
卅

古
令

巻

新
令
十
巻

大
業
令
三
十
巻

唐
永
徽
令

巻

唐
開
元
令
卅
巻

唐
令
私
記
卅
巻

金
科
類
聚
五
巻

唐
永
徽
格
五
巻

垂
拱
格
二
巻

々
々
後
常
行
格
十
五
巻

々
々
留
司
格
二
巻

開
元
格
十
巻

々
々
々
私
記
一
巻

々
々
新
格
五
巻

格
後
勅
三
十
巻

長
行
勅
七
巻

開
元
皇
口
勅
三
巻

々
々
後
格
九
巻

散
頒
格
七
巻

僧
格
一
巻

唐
永
徽
式
廿
巻

唐
開
元
式
廿
巻

大
中
刑
律
統
領
十
二
巻

判
様
十
巻

判
軌
一
巻

救
急
判
罪
一
巻

百
節
判
一
巻

貞
観
勅
九
巻

中
台
判
集
五
巻

（
牛
鳳
及
撰
）
大
唐
判
書
一
巻

も
っ
と
も
、
現
存
の
日
本
国
見
在
書
目
録
に
は
、
写
す
の
を
省
略
し
た
部
分
が
あ
り
、
刑
法
家
に
関
し
て
い
え
ば
、
元
来
五
八
〇

巻
分
が
著
録
さ
れ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
現
在
見
ら
れ
る
巻
数
の
総
計
は
五
二
五
巻
で
、
差
し
引
き
五
五
巻
分
が
筆
写
の
際
に
省
略

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
開
元
七
年
・
二
五
年
の
両
年
次
の
令
が
と
も
に
著
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
、
そ
の
巻
数
か
ら
見

て
無
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

八



こ
う
い
っ
た
表
記
上
の
問
題
を
含
め

え
る
と
、
日
本
で
「
開
元
令
」
と
い
え
ば
古
記
以
来
、
弘
決
外
典
抄
に
到
る
ま
で
一
種
し

か
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
開
元
三
年
令
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
測
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ

の
予
測
は
、
令
集
解
に
載
せ
る
他
の
注
釈
書
が
引
く
唐
の
令
そ
の
他
の
史
料
に
見
え
る
と
こ
ろ
と
矛
盾
は
な
い
か
検
証
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三

令
集
解
令
釈
と
同
穴
記
の
引
く
「
唐
令
」

令
釈
の
引
く
「
唐
令
」
の
中
に
は
、
①
順
天
門
の
語
が
あ
る
（
六
七
八
頁
）
こ
と
か
ら
七
〇
五
年
よ
り
前
、
す
な
わ
ち
永
徽
・
垂

拱
の
令
と
推
定
さ
れ
る
も
の
（
た
だ
し
「
順
天
門
」
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
問
題
が
あ
る
）、
②
璽
の
文
字
が
あ
る

（
二
〇
二
頁
）
こ
と
か
ら
六
九
四
年
以
前
、
も
し
く
は
七
〇
五
〜
七
一
八
年
と
推
定
さ
れ
、
従
っ
て
永
徽
・
垂
拱
・
神
龍
・
開
元
三
年

の
令
で
は
あ
り
得
て
も
、
開
元
七
年
あ
る
い
は
二
五
年
令
で
は
あ
り
え
な
い
も
の
、
③
文
昌
都
事
の
語
が
あ
る
（
七
二
八
頁
）
こ
と

か
ら
六
八
五
年
以
後
七
〇
三
年
以
前
、
即
ち
垂
拱
令
の
逸
文
と
断
定
さ
れ
る
も
の
、
④
五
品
以
上
も
銓
試
を
受
け
る
規
定
で
あ
る（
五

六
二
頁
）
こ
と
か
ら
開
元
七
・
二
五
年
令
で
は
あ
り
え
な
い

（
8

も
の
、
⑤
皇
祖
・
皇
祖

の
曾
高
も
平
出
と
の
規
定
（
八
四
七
頁
）
か

ら
、
開
元
七
・
二
五
年
令
で
は
な
い
も
の
、
⑥
尚
書
省
・
太
常
寺
・
吏
部
・
兵
部
と
い
っ
た
官
名
が
見
え
て
い
る
（
八
〇
九
・
七
六

八
頁
）
こ
と
か
ら
垂
拱
令
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
も
の
、
⑦
中
書
省
・
中
書
令
・
中
書
侍
郎
・
中
書
舎
人
・
門
下
と
い
う
官
名
が

見
え
る
（
七
七
六
・
八
八
九
頁
、
紅
葉
山
文
庫
本
令
義
解
書
き
入
れ
二
二
九
頁
）
こ
と
か
ら
垂
拱
・
開
元
三
年
令
で
は
あ
り
得
な
い

も
の
が
あ
る
。

以
上
の
推
論
の
う
ち
、
垂
拱
令
で
し
か
あ
り
得
な
い
も
の
と
、
垂
拱
令
で
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
釈
所
引

の
「
唐
令
」
は
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
た
宮
衛
令
28
宿
衛
近
侍
条
の
令
釈
（
六

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

九



九
八
頁
）
に
よ
り
、
も
う
一
歩
候
補
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

釈
云
。
…
…
選
叙
令
云
、
父
祖
子
孫
被
レ

戮
者
、
皆
不
レ

得
レ

任
二

侍
衛
之
官
一

。
即
知
、
伯
叔
兄
弟
被
レ

戮

衍
ヵ

、
不
レ

得
レ

任
二

侍
衛
之
官
一

。

検
二

宮
衛
令
一

、
伯
叔
兄
弟
亦
不
レ

得
レ

任
レ

之
。
二
令
難
レ

会
。
但
検
二

唐
令
一

、
選
叙
令
文
並
無
也
。
唯
此
法
新
載
。
是
以
相
舛
。

推
理
言
レ

之
、
伯
叔
兄
弟
亦
不
レ

任
、
是
為
レ

長
。

こ
の
史
料
は
、
選
叙
令
23
癲
狂

酒
条
穴
記
（
五
〇
一
頁
）
の
引
く
次
の
「
開
元
令
」
と
合
わ
せ

え
る
と
経
緯
が
明
瞭
に
な
る
。

穴
云
。
問
。
宮
衛
令
云
、
宿
衛
及
近
侍
人
二
等
以
上
親
犯
二

死
罪
一

被
二

推
劾
一

者
、
牒
二

本
司
本
府
一

、
勿
レ

聴
レ

入
レ

内
者
。
未
レ

知
、

両
条
何
会
作
。
答
。
此
条
先
在
二

永
徽
令
一

、
今
於
二

開
元
令
一

省
除
。
故
両
条
難
レ

会
。

令
釈
と
穴
記
は
、
養
老
令
の
選
叙
令
23
癲
狂

酒
条
に

凡
経
二

癲
狂

酒
一

、
及
父
祖
子
孫
被
レ

戮
者
、
皆
不
レ

得
レ

任
二

侍
衛
之
官
一

。

と
あ
り
、
一
方
宮
衛
令
28
宿
衛
及
近
侍
条
に

凡
宿
衛
及
近
侍
之
人
二
等
以
上
親
、
犯
二

死
罪
一

被
二

推
劾
一

者
、
推
断
之
司
、
速
遣
二

専
使
一

、

レ

牒
報
二

宿
衛
及
近
侍
之
人
本
司

本
府
一

、
勿
レ

聴
レ

入
レ

内
。

と
あ
る
、
そ
の
二
条
の
間
の
矛
盾
を
採
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
令
に
つ
い
て
は
、
唐
六
典
巻
二
吏
部
郎
中
に「
風
疾
使
酒
、
不
レ

得
レ

任
二

侍
奉
之
官
一

」、
ま
た
和
名
抄
に
「
唐
令
云
、
癲
狂

酒
、
皆
不
レ

得
レ

任
二

侍
衛
之
官
一

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
元
七
（
及
び

三
？
）
年
令
に
お
い
て
は
、
令
釈
と
穴
記
と
が
問
題
に
し
た
両
条
の
矛
盾
は
無
く
な
り
、
開
元
令
以
降
の
唐
選
挙
令
文
か
ら
は
、
永

徽
令
に
は
あ
っ
た
「
父
祖
子
孫
被
戮
者
」
の
条
件
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
令
釈
は
複
数
の
「
唐
令
」
選
挙

令
を
披
見
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
ど
こ
に
も
「
父
祖
子
孫
被
戮
者
」
の
句
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
令
釈
の
い
う

「
唐
令
」
の
中
に
は
永
徽
令
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
推
断
で
き
る
。

で
は
令
釈
の
い
う
「
唐
令
」
に
は
開
元
七
・
二
五
年
令
は
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
の
①
②
③
④
⑤
の
事
例
を
み
れ
ば
、
や

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
〇



や

え
に
く
い
よ
う
に
は
見
え
る
が
、
し
か
し
⑦
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
永
徽
の
後
の
令
の
編
纂
と
し
て
は
垂

拱
・
神
龍
・
開
元
三
・
七
・
二
五
が
挙
げ
ら
れ

9
る
が
、
垂
拱
・
開
元
三
年
の
令
で
は
中
書
省
・
門
下
省
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鳳
閣
・
鸞
台
、

あ
る
い
は
紫
微
省
・
黄
門
省
と
な
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
⑦
が
妥
当
す
る
唐
令
の
年
次
は
永
徽
・
神
龍
で
な
け
れ
ば
開
元
七
・
二

五
年
と
な
る
。
こ
の
う
ち
永
徽
と
開
元
七
・
二
五
年
の
三
次
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
否
定
的
に
述
べ
て
き
た
が
、
で
は
果
た
し
て
⑦

が
神
龍
令
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
、即
ち
こ
の
時
令
釈
が
披
見
し
た
唐
令
が
神
龍
令
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

神
龍
令
は
日
本
国
見
在
書
目
録
に
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
に
神
龍
令
が
将
来
さ
れ
た
確
実
な
証
拠
は
無
い
。
し
か
し
、
以
下

に
述
べ
る
理
由
か
ら
、
将
来
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
。
即
ち
七
〇
一
年
に
任
命
さ
れ
七
〇
二
年
に
出
航
、
七
〇
四
年
に
は
帰

国
し
た
執
節
使
粟
田
真
人
以
下
の
第
七
次
遣
唐
使
は
、
当
時
の
現
行
法
で
あ
っ
た
垂
拱
令
や
垂
拱
後
常
行
勅
等
を
持
ち
帰
っ
た
と

え
ら
れ
る
が
、
実
は
帰
国
に
際
し
て
同
行
で
き
な
か
っ
た
副
使
が
い
た
。
そ
の
副
使
は
巨
勢
邑
治
で
、
彼
の
帰
国
は
則
天
武
后
が
退

位
し
、
中
宗
が
復
位
し
て
神
龍
令
を
施
行
し
た
後
の
七
〇
七
年
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
も
し
も
彼
が
帰
国
の
際
に
現
行
法
を
持
ち
帰
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
龍
令
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神
龍
令
の
確
実
な
逸
文
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
神
龍
律
は
、
永
徽

律
の
う
ち
垂
拱
律
で
改
め
ら
れ
た
部
分
を
改
訂
し
て
永
徽
律
の
規
定
に
戻
し
た
部
分
が
多
か
っ
た
と

え
ら
れ
る

（
10

か
ら
、
神
龍
令
も

永
徽
令
と
ほ
ぼ
同
様
な
語
句
・
内
容
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
神
龍
令
は
、
養
老
の
遣
唐
使
が

派
遣
さ
れ
て
開
元
三
年
令
を
持
ち
帰
る
ま
で
は
、
唐
王
朝
の
最
新
の
令
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
参
照
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
持
ち
帰
る
機
会
と
そ
の
動
機
と
い
う
点
で
、
神
龍
令
の
舶
載
の
可
能
性
は
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
令
釈
等
が
引
用
す
る
こ
と
も
ま
た
あ
り
得
た
と

え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に

え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
令
釈
の
引
く
唐
令
は
、
永
徽
よ
り
も
後
、
開
元
七
年
よ
り
も
前
の
複
数
の
唐
の
令
と

え
た
拙
稿
の
提
説

を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

次
に
穴
記
の
引
く
「
唐
令
」
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
よ
う
。
こ
の
中
に
は
、
順
天
門

六
八
五
頁
。
七
〇
五
年
よ
り
前
、
す
な
わ
ち

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
一



永
徽
・
垂
拱
令
な
ら
妥
当

、
尚
書
省
・
大
理
寺
（
七
八
〇
・
八
〇
四
・
八
〇
五
頁
。
垂
拱
令
で
は
あ
り
得
な
い
）、
制
（
七
八
〇
頁
。

六
九
〇
年
以
後
、
す
な
わ
ち
神
龍
令
以
後
な
ら
妥
当
）、
六
〇
歳
で
の
課
役
免
除
規
定
（
二
七
二
頁
。
神
龍
令
で
は
あ
り
え
な
い
）
が

見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
の
う
ち
順
天
門
は
、
確
か
に
神
龍
元
年
に
承
天
門
に
改
称
さ
れ
た
が
、
開
元
二
〇
年
の
大
唐
開
元
礼

で
も
順
天
門
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
早
く
仁
井
田
陞
氏
が
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
に
配
慮
す
れ
ば
、
開
元
三
年
令
等

の
開
元
年
間
の
令
で
も
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
穴
記
は
永
徽
令
も
開
元
令
も
見
て
お
り
、
単

に
「
唐
令
」
と
し
て
引
用
す
る
際
に
、
そ
れ
が
単
一
の
年
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
保
証
は
な
い
だ
ろ
う
。
穴
記
の
披
見
し
た
唐

の
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
個
々
の
逸
文
の
年
代
観
以
上
に
は
無
理
で
あ
る
。

四

そ
の
他
の
日
本
史
料
に
見
え
る
唐
の
令
の
逸
文

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
正
史
等
に
見
え
る
固
有
の
年
次
を
冠
し
た
唐
の
令
は
、
永
徽
（
禄
）
令
と
開
元
令
に
限
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
当
時
の
明
法
家
に
と
っ
て
重
要
な
唐
の
令
は
永
徽
令
と
開
元
令
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
開
元
令
の
年
次
を
推
測
で
き
る
史
料
に
、
延
暦
二
一
年
（
八
〇
二
）
六
月
八
日
太
政
官
奏
（
令
集
解
選
叙
令
30
秀
才
出
身

条
、
五
〇
六
頁
）
の
引
く
「
唐
開
元
令
」
が
あ
る
。

謹
案
二

唐
開
元
令
一

、
秀
才
明
経
両
色
出
身
、
並
立
二

四
等
叙
法
一

。
就
中
、
秀
才
上
下
第
正
九
品
上
、
中
上
第
正
九
品
下
、
明
経

上
下
第
正
九
品
下
、
中
上
第
従
九
品
上
。

こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
開
元
令
で
は
、
秀
才
科
の
上
下
第
は
正
九
品
上
、
中
上
第
は
正
九
品
下
で
出
身
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
唐
六
典
巻
二
吏
部
郎
中
の
記
述
で
は
、

秀
才
上
上
第
正
八
品
上
、
已
下
逓
降
二

一
等
一

、
至
二

中
上
第
従
八
品
下
一

。
明
経
降
二

秀
才
三
等
一

。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
二



と
、
秀
才
上
下
第
が
従
八
品
上
、
中
上
第
は
従
八
品
下
に
な
っ
て
お
り
、
延
暦
二
一
年
の
官
奏
の
引
く
開
元
令
と
は
相
違
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
延
暦
二
一
年
の
当
局
者
に
と
っ
て
の
開
元
令
は
、
開
元
七
年
令
と
は
異
な
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
が
、
で
は
開
元

三
年
令
な
の
か
、
開
元
二
五
年
令
な
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
参

と
な
る
の
が
、
唐
六
典
の
規
定
は
新
唐
書
巻
四

五
選
挙
志
下
（
一
一
七
三
頁
）
に
記
さ
れ
た
規
定
、
即
ち
、

凡
秀
才
上
下
第
正
八
品
上
、
上
中
第
正
八
品
下
、
上
下
第
従
八
品
上
、
中
上
第
従
八
品
下
。
明
経
上
上
第
従
八
品
下
、
上
中
第

正
九
品
上
、
上
下
第
正
九
品
下
、
中
上
第
従
九
品
下
。

と
同
一
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
完
成
し
て
い
っ
た
科
挙
の
規
定
に
関
し
て
、
新
唐
書
が
開
元
二
五
年
令
の
規
定

を
無
視
し
て
開
元
七
年
令
の
規
定
を
掲
げ
た
と
は

え
に
く
い
。お
そ
ら
く
は
開
元
七
年
令
と
二
五
年
令
の
規
定
は
同
一
で
あ
っ
て
、

日
本
で
参
照
さ
れ
た
開
元
三
年
令
の
規
定
が
一
時
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う

え
て
大
過
な
け
れ
ば
、
九
世
紀
初
頭
の

日
本
の
太
政
官
が
参
照
し
た
「
開
元
令
」
も
ま
た
開
元
三
年
令
で
あ
っ
て
、
開
元
七
年
・
二
五
年
令
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

現
時
点
で
の
結
論
と
残
さ
れ
た
課
題

以
上
の
検
討
の
結
果
、
日
本
で
重
視
さ
れ
た
唐
の
令
は
、「
本
令
」と
も
呼
ば
れ
た
永
徽
令
の
ほ
か
は
開
元
三
年
令
で
あ
り
、
日
本

で
は
開
元
三
年
令
の
こ
と
を
単
に
「
開
元
令
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
永
徽
令
が
重
視
さ
れ

た
の
は
、
そ
れ
が
大
宝
令
の
藍
本
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
類
推
で
言
え
ば
、
開
元
三
年
令
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が

唐
の
最
新
の
令
と
し
て
養
老
令
の
藍
本
の
一
つ
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ

て
、
唐
六
典
が
依
拠
し
た
開
元
七
年
令
や
、
宋
代
に
到
る
ま
で
唐
の
令
の
模
範
と
さ
れ
た
開
元
二
五
年
令
は
、
日
本
で
は
全
く
顧
み

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
三



た
だ
し
、
以
上
の
論
旨
展
開
に
は
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
未
証
明
の
前
提
に
基
づ
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
前
提
条
件
に
つ

い
て
更
に
検
討
を
加
え
、
い
っ
そ
う
確
実
性
の
高
い
推
論
に
練
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
前
提
に
関
わ
る
問
題
の
第
一
は
、

果
た
し
て
唐
法
典
に
あ
っ
て
は
、
編
纂
年
次
の
官
名
・
地
名
・
避
諱
が
忠
実
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
既
に

早
く
仁
井
田
陞
氏
が
、
少
な
く
と
も
利
息
制
限
法
の
よ
う
な
個
々
の
制
度
的
勅
令
は
、
必
ず
し
も
令
の
改
定
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
史
料
を
挙
げ
て
指
摘
し
て
い
る
し（『
唐
令
拾
遺
』三
一
頁
）、
ま
た
天
聖
令
を
精
査
す
る
と
、
故
唐
律
疏
議
に
引
く
令

文
が
天
聖
令
に
載
せ
る
唐
令
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
唐
の
律
疏
が
改
訂
の
た
び
に
必
ず
し
も
編
纂
時
点
の
令

を
忠
実
に
引
用
せ
ず
、
従
来
の
令
の
引
用
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
し
ま
っ
た
部
分
が
あ
る
か
ら
な

11
の
か
、
そ
れ
と
も
引
用
の
際
の
節
略

の
問
題
か
、
そ
の
点
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い
。

第
二
の
問
題
は
、
天
聖
令
の
形
態
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
六
典
巻
六
刑
部
郎
中
に
掲
げ
る
唐
令
の
編
目
は
、
開
元
七
年
令
の
編
目
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
各
巻
の
冒
頭
の
編
目
名
を
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
日
本
で
引

用
さ
れ
た
唐
の
令
の
編
目
名
が
六
典
に
見
え
な
い
場
合
、
引
か
れ
た
唐
の
令
は
開
元
七
年
令
で
は
な
い
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
天

聖
令
で
は
捕
亡
令
が
関
市
令
に
附
さ
れ
、
仮
寧
令
が
医
疾
令
に
附
さ
れ
て
お
り
、
捕
亡
令
も
仮
寧
令
も
唐
六
典
に
は
見
え
な
い
と
い

う
共
通
点
が
あ
る
。
と
な
る
と
、
唐
六
典
が
開
元
七
年
令
の
編
目
を
記
す
際
に
も
、
開
元
七
年
令
の
う
ち
「
附
」
さ
れ
た
編
目
名
を

略
し
た
の
で
あ
っ
て
、
編
目
名
そ
の
も
の
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

え
が
認
め
ら

れ
る
な
ら
ば
、
唐
六
典
に
見
え
な
い
編
目
名
を
日
本
で
引
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
引
用
の
も
と
に
な
っ
た
条
文
が
開
元
七
年

令
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

と
は
い
え
、
た
と
え
「
附
」
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
一
応
は
編
目
名
が
附
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
六
典
に
お

い
て
歴
代
の
沿
革
と
と
も
に
二
十
七
の
編
目
を
記
す
際
に
、
附
さ
れ
た
編
目
を
記
さ
な
い
と
い
う
の
も
、
や
や
不
自
然
に
は
思
わ
れ

る
な
ど
、
編
目
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
の
必
要
を
覚
え
る
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
四



第
三
の
問
題
は
、
果
た
し
て
日
本
の
使
節
は
唐
の
現
行
法
を
持
ち
帰
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
か
つ

て
検
討
し
た
こ
と
が
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あ
り
、
唐
政
府
は
宋
代
に
比
較
し
て
開
放
的
で
あ
り
、
法
制
文
献
に
関
し
て
書
禁
を
適
用
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
今
回
あ
ら
た
め
て
古
記
以
下
の
注
釈
そ
の
他
に
引
か
れ
て
い
る
「
開
元
令
」
は
開
元
三
年
令
で
あ
っ

た
と

え
、
こ
れ
は
開
元
三
年
令
が
大
宝
令
と
と
も
に
養
老
令
の
藍
本
だ
っ
た
か
ら
と
説
明
し
て
み
た
が
、
編
纂
者
へ
の
褒
賞
が
養

老
五
年
（
七
二
一
）
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
養
老
令
の
編
纂
が
基
本
的
に
は
終
了
し
て
い
た
と
す
る
な

13
ら
ば
、

七
一
七
〜
七
一
八
年
に
日
唐
間
を
往
復
し
た
養
老
度
の
遣
唐
使
が
、
当
時
の
現
行
法
で
あ
っ
た
開
元
三
年
令
（
七
一
五
）
を
将
来
し

た
と
し
か

え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
本
稿
で
の
推
論
の
妥
当
性
に
か
か
っ
て
い
る
。
諸
賢
の
批
正
を
請
う
次
第
で

あ
る
。

註1

戴
建
国
「
天
一
閣
蔵
明
抄
本
《
官
品
令
》

」（『
歴
史
研
究
』
一
九
九
九
年
三
期
、
の
ち
同
著
『
宋
代
法
制
初
探
』
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

〇
年
）。

2

『
日
本
歴
史
』
五
七
八
号
、
一
九
九
六
年
。

3

日
野
開
三
郎
『
唐
代
租
調
庸
の
研
究
1
色
額
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
）
二
六
九
頁
。

4

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
令
に
つ
い
て
」（『
九
州
史
学
』
八
五
号
、
一
九
八
六
年
）。

5

瀧
川
政
次
郎
「
令
集
解
に
見
え
る
唐
の
法
律
史
料
」（『
支
那
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九
四
〇
年
、
初
発
表
一
九
二
九
年
）
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
。

6

天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組

証
『
天
一
閣
蔵

明
鈔
本
天
聖
令

証

附

唐
令
復
原
研
究
』（
中
華
書

局
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
下
冊
、
四
一
二
頁
。
な
お
、
同
冊
所
収
の
趙
大
瑩
「
唐
仮
寧
令
復
原
研
究
」
五
九
四
頁
で
は
、『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
案
五

丙
（
開
二
五
）
を
も
っ
て
復
原
唐
仮
寧
令
10
条
と
し
て
お
り
、
古
記
所
引
「
開
元
令
」
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。

7

天
聖
令
の
藍
本
が
開
元
二
五
年
令
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
天
聖
令
の
藍
本
と
な
っ
た
唐
令
の
年
代
比
定
」（
大
津
透
編
『
日
唐
律
令
比
較
研
究
の
新

段
階
』
所
収
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
五



8

拙
稿
「
日
唐
律
令
官
制
の
特
質
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
二
九
七
〜
二

九
九
頁
。

9

垂
拱
令
の
前
に
麟
徳
・
乾
封
・
儀
鳳
令
を
、
ま
た
神
龍
令
と
開
元
三
年
令
と
の
間
に
太
極
令
を
挙
げ
る
説
も
あ
る
が
、
彼
我
の
往
来
及
び
伝
存
の
動

機
と
い
う
二
点
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
の
令
を
引
用
す
る
と
は

え
に
く
い
。

10

拙
稿
「
敦
煌
発
見
唐
律
断
簡
（
P.
三
六
〇
八
・
P.
三
二
五
二
）
と
大
宝
律
」（『
日
本
歴
史
』
五
〇
九
号
、
一
九
九
〇
年
）。

11

山
崎
覚
士
「
唐
開
元
二
十
五
年
田
令
の
復
原
か
ら
唐
代
永
業
田
の
再
検
討
へ
」（『
洛
北
史
学
』
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
七
頁
。

12

拙
稿
「
書
禁
・
禁
書
と
法
典
の
将
来
」（『
九
州
史
学
』
一
二
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

13

榎
本
淳
一
「
養
老
律
令
試
論
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、

養
老
令
の
条
文
に
は
養
老
五
年
以
降
に
書
き
変
え
ら
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
認
め
る
に
吝
か
で
は
な
い
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、「
日
本
舶
来
唐
令
的
年
代
推
断
」
と
題
し
て
、
復
旦
大
学
建
校
一
〇
〇
周
年

復
旦
大
学
歴
史
学
系
成
立
八
〇
周
年
「
社
会
転
型
与
多
元

文
化
」
国
際
学
術
検
討
会
に
お
い
て
漢
語
で
口
頭
報
告
し
（
復
旦
大
学
、
二
〇
〇
五
年
六
月
二
七
日
。
漢
語
へ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
当
時
九
州
大
学

大
学
院
法
学
研
究
院
講
師
、
現
在
南
京
師
範
大
学
法
学
系
専
任
講
師
の
何
東
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
）、
ま
た「
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
東
方
学
会
第
五
五
回
全
国
会
員
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
中
律
令
制
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
教
育
会
館
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

一
一
日
）
に
お
い
て
口
頭
報
告
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
。
前
者
は
そ
の
後
、「
日
本
舶
来
唐
令
的
年
代
推
断
」
の
題
で
、
当
時
の
報
告
原
稿
の
ま

ま
、
復
旦
大
学
の
韓
昇
教
授
の
主
編
に
か
か
る
復
旦
大
学
亜
州
研
究
中
心
学
術
系
列『
古
代
中
国：

社
会
転
型
与
多
元
文
化
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二

〇
〇
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
国
社
会
科
学
院
整
理
組
に
よ
る
天
聖
令
の
公
開
が
あ
り
、
ま
た
、
東
方
学
会
の
席
上
で
種
々
の
ご
指
摘
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
東
方
学
会
で
の
予
稿
集
の
拙
稿
に
、
内
容
と
形
式
の
両
面
に
お
い
て
若
干
の
補
訂
を
加
え
た
も
の
が
本
稿
で

あ
る
。

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て

一
六




